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『ハリー ・ポッター』(掛という物語は、全体 として死をめ ぐる二つの態度の
違いを鋭 く表現する物語だと言える。一方は自己の死を不可避なものとして受
け入れ、他方は死の不可避性を受け入れることが出来ないために不死を望み、
そのためにかえって死に向かって引き寄せ られていく。果たして何が死 を受け
入れることを可能、 もしくは困難なものにするのか。そ して死 を受け入れ られ
ないことが、どういう意味でこの物語全体にある特定の構造を与えているのか。
これらの問いに答えていく端緒 となるのは、ヴォルデモー トVoldemortの振 る
舞いについての違和感からとなる。
そもそもの始 まりから、ヴォルデモー トが幼いハリーHarryの命を狙 った事
には不 自然さが存在 している。ハ リーがまだ赤子であり、 さらに言えば、自分
を倒すことになると予言 された日時に生 まれた子供はハ リーだけではなかっ
たという事実がある(OP742)。にも関わらずヴォルデモー トは予言の対象を性
急にハ リーだと決めつけ、その命を狙う。結果的に言えばヴォルデモー トは自
らのこの選択によって、自分を倒すべ き人物を作 り上げでしまった事になる。
彼の反応の持つこの過剰性 は、魔法の世界が舞台であるという物語の特殊性に
よって見逃されてしまうかも知れない。しか しある視点に立てば、この事は彼
の行動全体の一つの兆候 とも見 えるのである。
彼が深い不安に駆 り立てられて行動しているのでなかったならば、価値の不
分明な予言など無視することも出来たはずである。人にはあらゆる瞬間に不安
が存在する。皆から承認された型にはまった行動を反復する事が当然視される
ような世界、すなわち伝統が優勢な環境に置かれているのでない限 り、個人に
とってあらゆる行動は、結果があらか じめ予見もされず、その行動の正当性に
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ついて共同体から必ずしも自動的な承認を得られもしないという意味で、常に
一定の不安を生 じさせるものである。強制力として働 くそのような伝統の影響
力か ら脱 して、個人 として独 自の行動をとろうとするすべての存在にとって、
現実は結果が必ず しも予見されず、その評価も定まらない行動を選択すること
を常に迫るものであ り、それ故に絶え間ない不安 を引き起こすものである。し
か し内面に病的な不安定さを持たない存在であれば、そのような不安に対 し過
剰に反応することなく、適切な対応を取る事が可能である。予言の引 き起こし
た些細な不安に対 して、ヴォルデモー トが泰然 とした態度が取れなかったとい
う事が、彼が抱える根深い心理的問題を示 しているように思われる。
結果として最初 にハリーを殺そうと企てた際自ら意識することがないまま、
ヴォルデモー トは新たな魂の保存場所 を生み出すに至る。ハ リーはもともと
ヴォルデモー トを滅ぼす力を持った存在だったのではなく、ヴォルデモー ト自
身の行為によって致命的な存在とされたのだと言える。日記や指輪や王冠とは
異なり、大蛇を除けば意識 と肉体を同時に持った唯一の魂の置 き場 としてのハ
リー。ヴォルデモー トは最初の敗北か ら復活 して以来、そのような特別な関係
が存在することを知 らぬまま相手を殺そうとし続け、最後にはハ リーを殺すつ
もりで、保存 されてきた自らの魂の一部を自ら破壊するに至る。物語全体を動
かす動機を彼が作 り上げ、そして終了させる。
このような見方を考慮に入れると、『ハリー ・ポッター』の物語 を支えている
中心的な動機はヴォルデモー トの死への不安であると主張することが可能 と
なる。何故ならこの物語の大 きな構造を作 り上げているのは、 この不安だから
である。ハリーを最初に殺そうとしたこと自体が、既に述べたように、その不
安の兆候である。物語はヴォルデモー トによる自身の魂の分割と、その分割さ
れた魂の破壊による彼の破滅 という構造 を有 していると見なすことが出来る。
ヴォルデモー トの行 うこの魂の分割 と保存 という行動こそ、この物語全体を作
り上げるものであ り、その動機である彼の抱える過剰な不安 こそ、物語全体を
生み出したものであると考えられるのである。
無論誰にとっても死が恐怖の対象であるのは、ある程度まで自然な事である。
しか し恒常的に死の不安に駆られ、その事が一瞬も脳裏を離れないような状態
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は病的な状態とみなさざるを得 ない。予言への過剰な反応は、ヴォルデモー ト
が有する、生の絶対の保障を求める態度の一側面であると考えられる。通常安
定 した心理の持ち主にとって、死は常に念頭を去ることのない不安を引き起こ
す ものではない。死を強く意識させ られる何 らかの事象が過ぎ去れば、健康な
意識の持 ち主ならば、経験的に不可避だと知ってはいる自らの死を過剰に意識
することをやめ、その死を除外 した自分の未来を構築するため、必要な具体的
な行動を意識する生活に戻っていく。魂の分割を行ったヴォルデモー トは、そ
のような絶対の保障がなければ通常の意識を保てないほど、強い不安を抱えて
いたのだ と推定出来る。
ヴォルデモー トが希求し、実行し、そしてその結果ハリーを偶然この物語の
主人公にした死を免れるための魔法Horcruxは、hocusとcruxという単語か ら
作 られたことが想像される。その意味で 「偽の核心」という意味が込められて
いると解釈することが可能である。また その実際のあ りようは、綴 りには現れ
ないcrackという音のなかに暗示されているかも知れない。この暗黒の禁 じら
れた魔法は、文字通 り物語の構造上の最大の 「核心」である。即ちハ リーもヴォ
ルデモー ト自身も知 らぬまま、そして長 く読み手にも伏せ られたまま、ハ リー
とヴォルデモー トの存在に深 く関わる問題が、この作品の画布の表面を横切っ
て存在 していた。ハリーが、実質上ヴォルデモー トの魂を保存する装置 となっ
てお り、それ故にハ リーが死ななければ、ヴォルデモー トを完全には滅ぼすこ
とが出来ないという事態が物語の初めから存在し続けてお り、通常の読み手は
物語の終わり近 くになって、ハリーの苦い意識を通して、・よ うや くその事実を
認識するに至る。
Finally,thetruth...Harryunderstoodatlastthathewasnotsupposedto
survive.HisjobwastowalkcalmlyintoDeath'swelcomingarms.Alongthe
way,hewastodisposeofVoldemort'sremaininglinkstolife,sothatwhenat
lastheflunghimselfacrossVoldemort'spath,anddidnotraiseawandto
defendhimself,theendwouldbeclean,andthejobthatoughttohavebeen
doneinGodric'sHollowwouldbefinished:neitherwouldlive,neithercould
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survive.(DH554)
最後に明かされるこの秘密によって、それまで不可解と見えた多 くの謎が説
明される。ハ リーとヴォルデモー トとの様々なつなが り。殺そうとした者 と生
き延びた者が、何故兄弟とも言えるような関係の魔法の杖とそれぞれ深い結び
つ きを持つのか。ハ リーの学寮分けの際、何故すべてを知るはずの魔法の帽子
が、彼をスリザリンSlytherinに入れるべきかグリフィンドーGryffindorに入れ
るべ きかあれほど迷い苦慮 したあげくハ リー自身の意志 を参考にしたのか(FS
91)。ハリーが何故蛇の言葉を操る事が出来たのか。何 より何故ハリーはヴォル
デモー トの飼 う大蛇やヴォルデモー ト自身の意識に、そしてヴォルデモー トは
ハリーの意識に、接近することが出来るのか(OP469)。これらすべてに、ハリー
のなかに存在するヴォルデモー トの魂の一部という秘密が存在していた。
この物語におけるハリーの存在の意味付けは、この文脈において考えるとあ
る程度受動的なものであることがわかる。彼が物語において持つ最大の意味は、
彼がヴォルデモー トの魂の、意図せぬ保存場所 とされた という事か ら生 じてい
る。もちろんハ リーはヴォルデモー ト同様古い家柄を受け継いだ特別の系譜に
連なる人物ではあるが、この物語で彼が占める重要性の核は、あくまで偶発的
にヴォルデモー トの行為によってつけられた傷から生 じたものだという事であ
る。その意味で物語の基本的構造を作 り出しているのは、幼いハ リーを殺そう
と願 う程に抑えがたいヴォルデモー トの現実に対 しての不安であ り、その不安
こそが、彼 に自分の魂の分割を望ませ、結果的に意図せぬ形でハリーを特殊な
存在にしたのである。ヴォルデモー トに意識的かつ無意識的に魂 を分割させた
もの、すなわち彼の生に対して抱 く根本的な不安こそ、この物語の事実上の源
泉と見ることが可能である。
このような不安はどのようにして生 じたのか。そこには彼の生い立ちが深 く
関わっているだろう。魂の分割によって不死を獲i得したいと願うほどの不安を
彼に与えたのは、生への信頼の根本的な欠如であった。その意味で母親によっ
て命を賭 してまで守 られたハ リーの場合 と彼の生い立ちには、決定的な対照が
存在する。あらゆる防御がはぎ取 られたヴォルデモー トの出生環境が、彼 とい
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う存在を定義づける。母親の魔法によって引き起こされた、彼の父母の破綻 を
運命づけられた関係。その過程で生 じた魔法の世界からの母親の自主的な追放。
結果 として生じた人間界での母親の死。親密な扶養者を持たない、孤児院での
不安に満ちた孤独な生活。不幸な出生と養育にまつわるこのような環境の連鎖
により、ヴォルデモー トは、社会学者アンソニー ・ギデンズAnthonyGiddensが
言 う、基本的信頼を身につけることが出来ない状態で生育することを強いられ
たのだと考えられる。ヴォルデモー トの、この物語の中での行動は、そのよう
な人物がとる典型的なものであるように見える。ギデンズは言う。
Thetrustwhichthechild,innormalcircumstances,vestsinitscaretakers,I
wanttoargue,canbeseenasasortofemotionalinoculationagainstexistential
anxieties-aprotectionagainstfUturethreatsanddangerswhichallowsthe
individualtosustainhopeandcourageinthefaceofwhateverdebilitating
circumstancessheorhemightlaterconfront.Basictrustisascreening-off
deviceinrelationtorisksanddangersinthesurroundingsettingsofaction
andinteraction。Itisthemainemotionalsupportofadefensivecarapaceor
protectivecocoonwhichallnormalindividualscarryaroundwiththemasthe
meanswherebytheyareabletogetonwiththeaffairsofday-to-daylife.
(Giddens39-40)
「感情的な保護皮膜」としての基本的な信頼を持てなければ、人は存在論的な
不安に常に直接晒される事になる。それはいわば世界を理解する鍵を持たぬま
ま、世界に放 り出されるに等 しい。養護者 との密接 な関係において醸成 される
べ き基本的信頼の基礎を持たないものが、必然的に抱 く不安に絶えず苛 まれて
いたであろうヴォルデモー ト。現実への基本的理解の鍵を持たないまま、彼 は
孤児院で孤独 に成長する。そのような不安を抱えた彼が、 自分のなかに一つの
希望 として特殊な能力を発見する。その力による他者への優越が、彼 を苛む常
なる不安から救う瞬間が訪れる。しかし彼にはそれを魔法の力として正 しく認
識する知識はな く、その力をただ復讐と快楽のために行使することしか出来な
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い。ダンブル ドアDumbledoreが訪問するまでヴォルデモー トは、自分の持つ力
がどのような文脈に置かれているのかも、その文脈における自分の存在の意味
も知ることが出来なかった。やがてホグワーツHogwartsでの様 々なレベルで
の知識の吸収を通 して、自らの出生の秘密を知るにつれ、自分を否認 した人間
の父親への恨みと軽蔑がヴォルデモー トを捉 えていく。その結果、彼は トム ・
リ ドルTomRiddleという彼を苦 しめた人間社会での 自分の名前の受け入れを
拒み、アナグラムによって得た(CS337)ヴォルデモー トという別の存在とな
る決断をする。ヴォルデモー トという名前が 「死の意志」という意味を潜めて
いるように見えるのは偶然ではない。恐 らくヴォルデモー ト自身は他者へ死を
もたらす存在 として名付け、そ して作家はこの悪漢を動機づけるものとしてそ
の名前を選んだと推測出来る。トム ・リドルからヴォルデモー トへの変容。『ハ
リー ・ポッター』という七つの物語か らなる一個の作品の舞台を作 り上げるの
は、この変容自体だと言えるかも知れない。
本質的に他者を信頼で きないヴォルデモー トにおいてぱ、必然的に他者に優
越すること、究極的には他者を抹殺 しうる力のみが、心に安定をもたらす事に
なる。彼が安心を得 ることが出来るのは、.力による優越が確保された時だけで
ある。彼に忠誠 を尽 くす者達は皆彼に対 しての恐怖によって支配されるか、あ
るいはヴォルデモー トの約束する力の支配に魅了されているに過 ぎない。本来
の意味での信頼は、彼と彼に付 き従 う者達との問に生まれようがない。何故な
ら彼が許容できるのは、実際に彼がスネイプSnapeやペティグルーPettigrewに
対 して後にそうするように、いざとなれば殺す ことによって排除出来る存在の
亀
みだからである。信頼でなく生殺与奪の力が、ヴォルデモー トと他者 との関係
を基礎づけている。赤ん坊だった無力なハ リーの存在は、ハリーが持ちかねな
い未来における自分を凌駕する力を予感させる。ヴォルデモー トを赤子に執着
させたものはそれだった。!
自分の安心を脅かしかねない存在 を恐れて、彼はハリーを抹殺する事を望 ま
なくてはならず、後には絶対的な力である伝説の全能の剣 を手に入れねばなら
なかった。何故なら自分以外の人間が自分を超える力を持つことは、彼の生き
る世界を根底か ら不安定にするからである。スネイプは裏切 りが発覚 した為で
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はなく、スネイプを殺す ことで伝説の無敵の剣の正当な所有者になれるという
ヴォルデモー トの誤解に基づいて殺 される(DH527)。また、彼が人間に由来す
る血を持つ魔法使いを、ナチス ドイツ的な残忍さで排除しようとするのは、彼
自身が知っていて否認したいと願っている、父親を通 して存在する魔法を持た
ない存在である人間につながっているという不安故であろうと推測される。魔
法の力によって、魔法を持たない人間という存在 に優越 した自分・自分のかつ
て経験 した弱さとの結びつ きを根絶 しなければ、本当の安心は訪れないのかも
しれない。そのため基本的に皆が自分 と同質の力を有する魔法の世界において
は、自身の優越性を絶対のものにするために、禁断の魔法に手を染めざるを得
なくなったのか も知れない。何人 も何物 も信用できない。彼にとって安心は力
によってのみ獲得可能なものなのである。それほどまでに、彼のすべての行為
には不信がしみ通っている。
皮肉にも、彼が手にする安心の保障であるはずの分割された魂は、分割され
ない魂より劣化した状態であることが指摘されている(HP478)。ヴォルデモー
トは絶対の不死という安心を手に入れようとして、結果的に自らの力を劣化 さ
せていった事になる。この統合された自己の持つ強靱さと分裂 した自己の脆弱
性 という対立は、文学的な伝統に由来する部分があるか も知れない。すなわち
コールリッジColeridge対ベ ンサムBenthamに代表される統合 と分割の問題で
ある。この問題については、歴史家ボイ ド・ヒル トンBoydHiltonが上記の問題
を念頭に、分割 された心のあ り方について、彼の言う機械哲学の問題の一部と
して取 り扱っている。ジョージ・エリオットGerogeEliotの描 く『ミドルマーチ』
Middlemarchの偽善者バルス トロー ドBulstrod¢,の精神状態について、功利主義
という観点か ら解説が加えられる。バルス トロー ドは、自らの過去の悪事が暴
露されそうになるや、功利主義の根本原則である分割によって自らの行為を分
割して捉え、全体 として見れば明らかに卑劣でしかない自らの行為を、分割さ
れたそれぞれの行為が決定的に悪 とは言えないという論理によって、全体 もま
たさほど悪 くないとい う誰弁を弄 し自分を納得させようとする。ハ リーの持つ
魂の統合性、それに対 して優越することの出来ない分割されたヴォルデモー ト
の魂。道徳的な視点から見たとき、統合 と分裂についての評価は、バルス トロー
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ドの抱 く功利主義的分割の論理と、それを認めない他の登場人物との問に存在
する対立に象徴的に表現されているように見える。ヒル トンは言う。
WhatmostexercisedEliotwasnotthewickednessitselfbutBulstrode's
attemptstojustifyitonUtilitariangrounds-althoughhiswealthhadbeen
gainedunworthilyhehadspentitintheserviceoftheLord.`God'scausewas
somethingdistinctfromhisownrectitudeofconduct.'Justasseriously,
Bulstrodedeniestherealityofcausalsequencebymentallybreakinghisown
evilbehaviourupintoanumberofseparateactions,eachofwhichtaken
separatelymightberegardedasvenial,Inotherwords,itisBulstrode'sdual
anddividedself,theseparationbetweenrealityandconsciousness,between
pastandpresent,thatistrulyreprehensible.Bycontrast,thenovel'snoble
characters-DorotheaBrook,WillLadislaw,FredVincyeventUally-
strivetoIeadorganicandintegratedliveswithinthecommunity.(Hilton
440)
ハ リーの魂が分割されない力を有 しているのと同様、『ミドルマーチ』の中で
道徳的に優越 したラディスローLadislawのような人物は、バルス トロ"'T'ドの誰
弁を一顧だにしない純粋で果断な態度を示 してバルス トロー ドを驚かせる。お
ためごか しにバルス トロー ドから示唆される母親に与えられるはずだったお金
の受け取 りを彼は毅然 としてはねつけるのである。功利主義的な分割は堕落し、
生 き生 きとした統合された全体を超越できない。分割は堕落への道であり、生
命 としての豊穣 さを失って、有機性 を失った存在 という意味での死を連想 させ
る。この場合の死 とは、本当の意味で生 きているとは言えない という意味での
死である。ヴォルデモー トが安心を得るために自らの魂を分割 したとき、彼は
不死 よりも不生へ と一歩近づいたと言えるのか も知れない。その意味では、彼
が自らの魂の一部を隠そうとした湖に潜む不死の存在の姿が、ヴォルデモー ト
自身の姿に一番近いように見える。
だがこれらの文学的な伝統が教えることよりも、ヴォルデモー トに死に対 し
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て過剰に反応させる生に対 しての不安こそ、この作品の重要な関心事である。
トム ・リドルの日記を初めとするヴォルデモー トの影 とも言える存在。複数に
分割されたヴォルデモー トの魂。伝説の指輪、知恵の冠。そして大蛇。これらの
様々なモチーフを実質的に結びつける中心的な問題とは、ヴォルデモー ト自身
が抱えた死への不安であ り、彼が獲得することが出来なかった信頼という能力
であるように見 える。
現実という信頼できない他者の総和に対 して、自己の絶対的な力による支配
を確立する事が彼には絶対に必要であった。魔法の世界 に対 して抱 く彼の支配
の欲望の強さは、どれほど現実を彼が信頼出来ないのかを反映する指標である。
生への根本的な信頼の欠如が、現実への押 さえようのない不安を生み出し、そ
の結果、すべてを統御 し自らの力の下におきたいという願望を彼に抱かせるの
である。その意味でヴォルデモー トが実際に行おうとする魔法世界の征服は、
彼 自身の生に対 しての消すことの出来ない不安の論理的帰結だと言えるかも知
れない。もし仮に彼が現実を信頼できれば、世界の支配者になることを望む必
要もな く、彼の支配を脅かすかも知れない存在を葬 り去る必要 もなく、従って
彼 自身を滅ぼす特殊な能力を備えた天敵を、意図せず して自ら生み出す事 もな
かった。
ここまでの議論によってヴォルデモー トの不安が、この物語の基礎的な構造
を作 り上げているという主張が認められたと考えて良いのだとしたら、その不
安が結果的には大 きな矛盾 をはらんだ状況を生み出しているという点をさらに
指摘 しておきたい。ヴォルデモー トは彼自身をいわば壮大な物語の登場人物と
して自己成型してい くのだが、その過程で決定的に実際の自分とは異なる、い
わば偽の自己を作 り上げてしまっているのである。
仮 にトム ・リドルが魔法の力を持った、 しかし適切な保護被膜を養育者 との
関係から与えられた少年であって、他者 と自分を適切に信頼できていれば、ハ
リーがそうしたようにホグワーツにおいて人間世界では得 られなかった信頼で
きる友を見つけ、その才能を開花 させ自分の居場所 を見つける事が出来ていた
かも知れない。つまり実際に魔法の力 を持 った少年としての人生を歩んでみる
ことで、現実の自分の人生から人生の意味をいわば再帰的に見いだす事も可能
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だったという事である。このような想像 をめ ぐらすのは、ヴォルデモー トの実
際の自己成型の持ついびつさに注目するためである。
彼は上記のような形で現実に生きて、その結果自分のパーソナルヒス トリー
か ら取捨選択 して物語 としての自己の人生の意味を紡 ぎ出す という事をしな
い。そうでなく、現実の自分の人生か ら目を背けるように、過去という別の場
所から人生の意味を見つけようとするのであるqつまり、第2巻(CS)が明ら
かにするように、彼はスリザリンという伝説の魔法使いの後継者 として自己を
定義することによって、結果的に、人問の血 を半分受け継いだ才能のある魔法
使いというあ りのままの自分 として生きることから逃避する。そのような選択
の背後には彼の魔法使いとしての力に一抹の疑念を抱かせる人間から受け継い
だ血に対 しての不安 もあったのかも知れない。いずれにせ よ魔法の世界に残る
偉大な魔法使いとしての自己の物語を生きることで、彼は自身の現実のあ り方
を、その物語の中での不適切さ、一種の恥 として抱え込んでいくことになるの
である。
内心に満ちた不安から逃れるために自己の魂を分割 したように、彼には現実
の自分の惨めさを壮大な過去の伝説によって覆い隠す必要があったのだと推測
できる。彼が自分に信頼を持てるのは彼が他者に優越 している時であり、その
意味で彼は自己理解においても現実の自分とは異なる自己についての説明を手
に入れる必要があった。その結果魔法学校の一人の優秀な、しかし人間の血を
分かち持った学生という平凡な現実は隠蔽 されねばならなくなる。彼の生きる
人生において、スリザリンの末喬にして純粋な血統に連なるという過去の包摂
された物語が優i勢となって、結果的に彼の現実を乗っ取っていくのである。そ
の結果、彼の現実自体は倭小化 されて、決定的な矛盾 として残っていく事にな
る。彼 自身が実際に生 きるべ き物語 としての現実が、彼の選び取ったスリザリ
ンの伝説の中で持つ意味は、アンソニー ・ギデンズの恥についての次の説明に
よって理解可能になるように思われる。
Shamebearsdirectlyonself-identitybecauseitisessentiallyanxietyabout
theadequacyofthenarrativebymeansofwhichtheindividualsustainsa
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coherentbiography.Itoriginatesasearlyasguilt,sinceitisstimulatedby
experiencesinwhichfeelingsofinadequacyorhumiliationareprovoked-
feelingsthatlongantedatethemasteryofdifferentiatedlanguage.(Giddens
65)
Shameeatsattherootoftrustmorecorrosivelythanguilt,becauseshameis
involvedinafundamentalwaywiththefearofabandonmentininfancy.Trust
inothersisthekeytothedevelopmentofasenseofontologicalsecurityin
theyoungchild;yetitsinevitableaccompanimentistheworrythatabsence
induces.Shameandtrustarecloselyboundupwiththeoneanothersincean
experienceofshamemaythreatenordestroytrust.(Giddens65-66)
人生の意味がギデンズが他の箇所で示唆するように自身のパーソナルヒス ト
リーか ら再帰的に構築 されるものであるとするならば(Giddens53)、ヴォルデ
モー トは現実の自分のパーソナルヒス トリーをいわば無視する形でスリザリン
の伝説に依存 した自己を生 きようとするのだと言える。ヴォルデモー トが行っ
たのは、スリザリンの伝説や無敵の力を持つとされた剣という、他者との対話
を拒むためのいわば儀式的真理のなかに自己を埋め込む行為であった。その意
味で、彼の振 る舞いはギデンズの言う原理主義者のそれに酷似 していると言っ
て良い。自分の生 きる現実と実質的な対話を繰 り返 して自分の現実を内包 した
矛盾のない物語を生み出すのでなく、壮大な過去の伝説によって、 自分の現実
とは直接の関係を持たない儀式的真理が有する弛者 との対話を不要 とするよう
な完全性を手に入れようとするのである。その過程で無視された彼 自身の現実
は、壮大な伝説との間の矛盾 として残 り続けていかねばならな くなる。結果的
に彼の現実は、彼の生 きる偽の真理において不適切なものという評価 を受ける
ことになる。そのような意味での差恥 について、それが信頼を脅かし破壊する
ことがあるとギデンズは言う。
Shameisanegativesideofthemotivationalsystemoftheagent.Theother
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sideofshameispride,orselfLesteem:confidenceintheintegrityandvalueof
thenarrativeofself-identity.ApersonwhosUccessfUllyfbsters,asense f
prideintheselfisonewhoisablepsychologicallytofeelthathisbiography
isjustifiedandunitary.Sustainingfeelingsofpridehaseffectswhichgo
fUrtherthansimplyprotectingorenhancingself-identity,becauseofthe
intrinsicrelationsbetweenthecoherenceoftheself,itsrelationtoothers,and
thesenseofontologicalsecuritymoregenerally.(Giddens66)
都合の悪い事実をうまく織 り込めない物語は破綻する。その意味で恐 らく
ヴォルデモー トの意味の構築 と最も対照的な生き方を実践するのはスネイプで
ある。彼の人生 という物語は、彼が苦 しんだ様々な不快な事実を排除すること
なく十分 に織 り込んで、その意味で統合 された矛盾のないものとなってい く。
愛 している女性の死に、少なくともある程度間接的に関与 してしまったという
事実がとりわけ彼を苦 しめる。しか しスネイプの人生は、その不適切な事実を
排除する事 なく、むしろそれを中心に展開を始める。ちょうどダンブル ドアが
自らのカへの渇望の結果妹 を死に至らしめた事 を十分に取 り込んだ形で自己形
成を始めたように。さらに言えばス トックスレイジャーStockslagerが指摘する
ように、スネイプはヴォルデモー トがひた隠しにしようとした事実についても
十分に意識的であり、その事を統合 した自己像 を作 り上げている。ス トックス
レイジャーは言う。
SeverusSnape,ontheotherhand,acceptshisidentity.Harryiswrongwhen
hesaysthatSnapeis``justlikeVoldemort,Pure-bloodmother,Muggleffather
...ashamedofhisparentage,tryingtomakehimselffearedusingtheDark
Arts,gavehimselfanimpressivenewname."WhatHarryoverlooksisthat
Snape's``impressivenewname,"unlikeVbldmort's,bearsexplicittestimony
tohisbloodstatus.Thoughheneveradvertiseshisparentage,Snapeclearly
self=identifiesasahalf-blood.BecauseofhisabilitytoaccePttheidentity
givenhimatbirth,heisfreetobeawholeperson.Snapemaybeaskilledliar
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andOcculments,butheisamanofintegrity-quiteliterary,heisintegrated.
(Stockslager131-132)
ヴォルデモー トの自己アイデ ンティティの最大の矛盾は、魔法使いと人間の
両方の血を引 く者を差別 し排除 しようとする彼の政策において最 もあか らさま
な形で露呈する。彼がその目標である人間の血を分かち持つ存在を排除するこ
とに成功 したあかつ きには、彼 自身がまさに排除すべ き対象 として、ただ一人
残るという事態に直面することになるのである。彼が生きようとする壮大な物
語のなかで、彼自身が決定的に不適切な存在なのである。
すなわちトム・リドルがヴォルデモートに変わりゆくなかで、二重の意味での分裂が経
験されていたと言えるかも知れない。自ら望んだ生命の保障を達成するために、禁断
の魔法によって魂が分割されていること。もう一つは、彼の生きようとする人生の意味と
しての語りが矛盾をはらんだものとなっているという意味でである。彼が生きるべきだっ
た、矛盾のない自己に関しての物語とは、自分がその存在の一人である人間の血が
入った魔法使いを遍く承認するか、あるいは人間に由来しない魔法使いを排除の対象
にするか、あるいは多くの魔法使いが実際にしていたように、人間の血の問題をいわ
ば不問に付すか、あるいはスネイプのように受け入れるか。そのなかのどれか一つであ
らねばならなかった。それらを拒んでスリザリンの継承者という儀式的真理を獲得する
ために、人間の血を受け継いだ魔法使いとしての自分を否認しようとした瞬間に、彼は
本当の自分から疎外されていく。その意味でヴォルデモートの行う魂の分割という魔法
の行為は、彼の生きる現実と非現実の物語の間の分割を象徴するものだったと言って
良いのかも知れない。矛盾のない物語であることが安定した自己アイデンティティの獲
得にとって不可欠なものなのだとしたら、彼はそれに失敗する。ギデンズは言う。
Theexistentialquestionofself-identityisboundupwiththefragilenatUreof
thebiographywhichtheindividual`supplies'aboutherself.Aperson's
identityisnottobefbundinbehaviour,nor-importantthoughitis-inthe
reactionsofothers,butinthecapacitytokeepaparticularnarrativegoing.
Theindividual`sbiography,ifsheistomaintainregularinteractionwith
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othersintheday-to-dayworld,cannotbewhollyfictive.Itmustcontinually
integrateeventswhichoccurintheexternalworld,andsortthemintothe
ongoing`story'aboutthesel£AsCharlesTaylorputsit,`Inordertohavea
senseofwhoweare,wehavetohaveanotionofhowwehavebecome,and
ofwherewearegoing,'(Giddens54)
ヴォルデモー トが自己の行動の真の意味に対 して盲 目であることが、たびた
びある事については指摘 した。ハ リーを殺そうとしてハリーの中に自分の魂を
保存 してしまった事。スネイプを自分を裏切っていたという理由ではなく、 自
分がより力を得るために邪魔であるという理由で殺 してしまう事。これらに加
えて、さらに彼の現実への盲 目性が露呈する印象的なエピソー ドが存在する。
魔法の世界において周縁化され徹底的に侮蔑される存在であるハウスエルフで
あるクリーチャーKreacher。死ねない存在 となった身体インフェリInferiが守
る湖の中心の小島に自らの魂の一部を秘匿 しようとする際、ヴ昇ルデモー トは、
彼の視点から見て全 く価値のないこの存在を利用 しようとする。秘密を封印す
る儀式の結果錯乱状態になったクリーチャーを孤島に置 き去 りにし、唯一の目
撃者の口を塞いだと確信 して、彼は小舟 という脱出の唯一の方法 と信 じた方法
で小島より帰還する。その後起こったことを、ヴォルデモー トは予期も出来ず、
恐 らく最終的に知ることも出来なかったはずである。クリーチャーは偉大な魔
法使いにすらないはずの力を行使 して、小舟 を使 う事な く易々と孤島を脱出す
ることに成功 し、彼の忠誠の対象である人物のもとへ戻ってい くのである(DH
161)。ヴォルデモー トの現実理解が力のヒエラルキーによって秩序づけられて
いる事とほぞをあわせるように、魔法の世界において最下層に位置づけられて
いるクリーチャーの真の能力を、彼 は適切 に評価することが出来ない。
さらに言えば、ここにはもう一つの盲 目性が存在する。それはヴォルデモー
トがスネイプを決定的に離反させることになった場合と共通 している。クリー
チャーがその主人レギュラスRegulusにとってどれほど重要な存在だったか
も、ヴォルデモー トは理解できていなかった。ちょうどスネイプの人生におい
てハリーの母がどほれ ど重要な存在であるかを理解できなかったように。スネ
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イブの懇 願 を無視 して ヴォルデモー トがハ リーの母 を殺 した時、 ヴォルデモー
トに とってハ リーの母 は他 の女で置 き換 え可 能な存 在で しか なか った。自分が
個 別の存 在に愛着 を抱け ないため に、か けが えのない存在 というこ との持つ意
味が十分 に理解 で きなか ったの だ と推測 で きる。偉大 な過去の伝 説 を生 きよう
とする彼に とって、 日常生活 とい う豊か な意味 を生 み出 しうる現実 とのつ なが
りか ら生 じた関係 は、無意味 な もので しかなか った。すべての ものが彼 の半 ば
機械化 した 目には交換 可能 な部 品に見 えたのであ る。それ故、あ る存在が他 の
存在 にとって他の もので は置 き換 えの不可 能な特別 な存在 であ り得 る とい うこ
とが理解不可 能 となる。親密性へ の盲 目が二人の決定的離反者 を生 み出す に至
る。
この よ うに見 て くる と、『ハ リー ・ポ ッター』とい う物語 は、全体 として ヴォ
ルデモ ー トに欠 けている信頼 とい う力の持つ重要性 を語 ろうとしてい るのだ と
考 える ことが出来 る。その意味 でヴ ォルデモー トの ダブル と言 えるハ リーの運
命 は、 ヴ ォルデモー トには抱 くことの 出来 ない信頼 とい う徳の持つ肯定的 な側
面 を描 いてい る と見 るこ とが出来 る。実際彼の有す る信頼 の力 の究極 の勝利 を
描 くのは、物語 の最後 のハ リー 自身の行為 である。友人達 の命 を脅かす ヴォル
デモー トの嘲弄 に促 され るように、ハ リーは自 らの死 によって他者 の命 を救 お
うと単身宿敵 の前 に姿 を現す。そ して無防備 に敵 の死 の攻撃 に身 をさ らす のだ
が、その際ハ リー はダンブル ドアを通 して与 え られた知識 に基づ いて 自らの死
を意識 し、 ある意味 自ら死 を選 び取 ってい る状 態 にあ った。ダンブル ドアはハ
リーがその役 目か ら逃 げない事 を知 っていた。("Dumbledqreknew,asVoldemort
knew,thatHarrywouldnotletanyoneelsedieforhimnowthathehaddiscoveredit
wasinhispowertostopit.")(DH555)深い信 頼に基づいて ダンブル ドアは苛酷
な事実 を明か し、ハ リー もまたそれ に応 える。自らが死なない限 りヴ ォルデモー
トに真 の死 が訪れ ない。深い信頼 に基 づ き自らの死 を覚悟 してハ リーは宿敵の
前 に姿 を現 した。死 を恐れ て魂 を分割 した ヴォルデモー トとは真逆 の行動が こ
こに描 かれ ている。
勿論 この場 面で現実に死に至 るの は、ハ リー 自身で はな くハ リーの内部 に保
存 されたヴ ォルデモー トの分身であ り、結果的 にはハ リーの ヴォルデモー トに
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よって汚染 されていた身体は浄化され、ハ リー自身は死を免れる事になる。ハ
リーは死を意志することによって、ヴォルデモー トの意図しない魂の保存場所
とされていた状態から初めて脱することになる。信頼が、死の代わ りに浄化さ
れた生を与える。
このようなヴォルデモー トの場合と対極的 とも言える死に対する態度を、ハ
リーはダンブル ドアから学んだと言って良いかも知れない。ダンブル ドアは自
らの死期 を悟 り、自らの命を狙 う若いマルフォイMalfbyに決定的な罪を犯さ
せるのを回避するために、スネイプに依頼 して自分を殺させるという形で最期
を迎える(PP556)。死が精神的に受け入れられているという意味で、克服され
た状態がこれによって達成される。その点、ここにはハ リーの最後の決断の場
合同様、非常に古い物語の枠組みが存在 しているようにも見える。すなわちキ
リス トによる受難、他者のために自ら苦痛 を引き受けるという物語である。だ
が、『ハリー ・ポッター』では、他者のための受苦 という英雄的な行動よりもよ
り重要な問題が存在 してお り、その意味でハ リーの死の選択の行為は、単純な
英雄的な死の恐怖の克服 というよりも、他者への信頼、この場合はダンブル ド
ァとスネイプに対 しての信頼を表現するものと見なすべきである。彼の行為は、
ダンブル ドアの行為同様、物語の構造を作 り上げたヴォルデモー ト的な生に対
する不安を克服するための徳を描 き出す。それは超人的英雄に死の恐怖を克服
することを可能にする勇気ではなくて、読み手である青少年にも可能な他者へ
の信頼という力である。
信頼が、 しかし決して容易な事ではない事 も物語 は繰 り返し語っている。第
3巻(PA)で、明らかにされるように、そもそもハリーの父母が死に至った直
接の原因は、信頼すべきでない偽の親友ペティグルーをシリアスSiriusの示唆
により信頼 したが故であった(PA398)。彼 らは自分たちの最終的な安全の保障
を、自分たちを裏切っているこの人物に委ねてしまった事で、いわば自ら死に
陥っていった。遡ってシリーズ第2巻(CS)においても信頼の失敗が中心的な
主題 となっている。そこではヴォルデモー トが自らの魂を保存した トム ・リ ド
ルの日記に対 し、誤った信頼を向けた、読み手 と同年代の無垢な人物が危機に
陥っている。ハリーの親友 ロンRonの妹ジニーGinnyは、家庭を離れた孤独故
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に不安に苛まれ、やがて偶然見つけたこの邪悪な日記に向かって自分の心の最
奥の不安を吐露 し、結果として日記に潜むヴォルデモー トの分身に自らの精神
が乗っ取 られることを許し、邪悪な分身により操られて無意識のまま悪の行為
を行 う。ハ リーの父母、そしてジニーは、ヴォルデモー トとは異な り比較的安
定した基本的信頼を獲得可能な環境で育てられた、その意味で読み手である多
くの少年少女 と近い立場にあると考えられる。信頼に関して彼 らが学ぶべ き最
大の点は、人は誰で も無条件に信用 して良いわけではないという大人ならよく
知る事実である。あまりに安易に人を信 じ過 ぎてしまえば、致命的危険を招 き
寄せる可能性がある。その発育過程であまりに潤沢に信頼出来そうな対象に囲
まれた環境に置かれた彼 らには、信頼すること自体は容易だが、適切な信頼を
することが困難なのである。
信頼 というテーマが十分に意識的なものであることは、い くつかの箇所を指
摘する事によって示唆出来るかも知れない。以下は自分の魂の置き場の安全に
ついてヴォルデモー トの不安が描かれる箇所である。
AndHogwarts...buthe[Voldemort]knewthathisHorcruxtherewassafe,
itwouldbeimpossibleforPottertoenterHogsmeadewithoutdetecti6n,let
alonetheschool.Nevertheless,itwouldbeprudenttoalertSnapetothefact
thattheboymighttrytore-enterthecastle...totellSnapewhytheboy
mightreturnwouldbefbolish,ofcourse;ithadbeenagravemistaketotrust
BellatrixandMalfby:didn'ttheirstupidityandcarelessnessprovehow
unwiseitwas,ever,totrust?(DH444-445)
信頼への疑いを抱 くのはヴォルデモー トだけではない。自らの死の不可避性
を受け入れる以前のハ リーもまた、信頼が過ちなのではな恥か と疑っていた。
重要な秘密についてロンやハーマイオニHermione以外の仲間を信頼 して良い
のか、迷ったハリーの思いが次のように描写されている。
Harrythoughtfast,hisscarstillprickling,hisheadthreateningtosplitagain・
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DumbledorehadwamedhimagainsttellinganyonebutRonandHarmione
abouttheHorcruxes.Secretsandlies,that'showwegrewUp,o刀dAlbus_.
hewasanatural...WasheturningintoDumbledore,keepingsecrets
clutchedtohischest,afraidtotrust.ButDumbledorehadtrustedSnape,and
wherehadthatled?Tomurderatthetopofthehighesttower...(DH469)
妹の精神的な障害とその結果引き起こされた母親の死という秘密を抱えて生
きていたダンブル ドア。秘密を打ち明けない事が彼自身の生活に困難を引き起
こした事をハリーは知っている。しかし同時に誤った信頼をした結果ダンブル
ドアはスネイプによって殺されたとハリーはこの時点で信 じているのである。
果たして信頼が事 を成し遂げるのか、あるいは秘密を守り通すことが大事なの
か。信頼は、安易な理解を拒む大 きな問題 として描かれていると言える。
ダンブル ドアやハリーが安易な信頼を乗 り越 える力を身につけられたのは、
彼 らの置かれた生育環境が与っているかも知れない。ダンブル ドアの家庭には
妹が被った不幸な事件に起因した緊張を孕んだ状態が存在 し、その緊張は最終
的には家庭内での偶発的な殺人までつながっていた。彼は妹の死に対 しての自
責の念 を通 して、十分な自己との苦い対話を経験せねばならなかったと考えら
れる。この経験 を通 してダンブル ドアは、一時彼が陥っていたようなヴォルデ
モー トを思わせる人間への復讐を含んだ力による支配への渇望に駆られた状態
か らも脱出する事が出来た。一方ハ リー自身の経験するダーズ リーDursley家
での養育環境は、その繰 り返される喜劇性を取 り去ってみれば、かなり悲惨な
ものである事がわかる。常 に余計者 として扱われるハ リー。いずれにせよ彼の
経験 した孤独は、彼の友人であるロンやハーマイオニ、そしてジニーらのよう
に温かい家庭しか知らぬ者には想像も出来ないものであ り、ヴォルデモー トの
経験した生いたちに近いものであったろうと思われる。
さらにハ リーが矛盾を含 まない自己アイデンティティを構築することには、
親代わりとなった人物との関係が重要な意味を持っているかも知れない。ヴォ
ルデモー トが自ら父親を殺すことで自分の存在を証明しようとするのに対 し
て、ハリーには失われた親の再来の可能性が繰 り返 し示唆されている。父親以
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上に自分を守って死んだ母親の存在は物語の構造上非常に大きいもののはずだ
が、何故か実際の物語においてはハ リーは母に似た存在 を希求することもなく、
また、彼の前に代理の母 とおぼしき人物が現れることもない。この物語でハリー
の前に次々と現れるのは母親でなく父親の代理 となるべき人物である。現実に
ハリーの代理の父としての役割を果たす可能性が示唆されるのは、ハリーの父
の親友、ハリーの父 を裏切 った男と考えられていたシリアスである。シリアス
は、蘇ろうとした父 と見 ることも可能かも知れない。彼はハリーの父に近い存
在であ り、その死の真相 を知 り、ある意味でその原因でもあった。父ジェイム
ズJamesが裏切 られて死んだの と同様、シリアスもまたペティグルーの裏切 り
によってその罪を着せ られアズカバ ンAzkabanの囚人 となることを余儀なくさ
れる。シリアスは脱出の後ハリーの父代わりになろうとするが、彼もやがて実
の父ジェイムズ同様殺 されてしまう。ある意味でハリーはこの物語において二
度父を失うのだとも言えるかも知れない。
期待されなが ら現実には不在 となる父親たちに代わって、実際にハ リーを見
守 り、ハ リーに教育を与え、ハ リーに関わろうとしていた存在がいたことが、
これも物語の終わ りに至ってあきらかにされる。物語の最終部分に至 るまで
ずっとハ リーが嫌い、ある意味で恐れていた人物である。これほどなが く秘匿
されていたという点で、 この事 もハリーとヴォルデモー トの密接なつながり同
様、この物語の重要な基礎の一部をなしていると考えて良いだろう。表面上の
理解 とは全 く異なった事実があったことを、ハリーはスネイプの死後、その残
された霊液による証言によって知ることになる(DH552)・、。彼の事をずっと気
にかけ、見守ってくれていた存在が、身近にずっといたのだということが最後
に明らかになる。嫌みな教師にしてハリーの父達にいじめ られてきた男。母 を
初めあらゆる人を欺いてヴォルデモー トについたはずの裏切 り者。そしてつい
にはダンブルドアにす ら手をかけたはずの極悪人。そのスネイプが、亡 くなっ
たハ リーの母親に対 しての愛情からハリーを見守 り、ハリーをずっと悪の手か
ら守ろうとしてきたことが明らかにされる。最初は別の教師の身体に寄生する
形でハ リーに接近していたヴォルデモー トから守ろうとし、次には牝鹿の姿を
とって任務 を遂行するのに必要な聖なる剣ヘハリーを導いていたのである(DH
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298)。ヴォルデモー トの右腕として働 きなが ら、実は二重スパイとなってヴォ
ルデモー トを倒そうとする危険な任務を果たしていたスネイプ。ダンブルドア
の抱 き続けたスネイプへの信頼は正 しいものだったことが判明し、信頼の力は
最終的に証明されるのである。
ハリーの事を気にかけ、守 り、育て、教育 しようとする存在。母と呼ばないの
はスネイプの現実の性がたまたま男性であるからに過 ぎない。ハリーがこのよ
うに母とも見なしうるような男性によって守 られている存在であるということ
は、ヴォルデモー トの抱えた根本的生に対 しての不安について、決定的に異な
る状況をハ リーに与えていたのだと推定される。あまりうまくいっているとは
お世辞にも言えない関係。スネイプとハリーの関係はシリアスとハ リーの間の
ような理想化 された親子関係というよりは、ある意味で対立を孕んでいる事が
多いか も知れない現実の親子の関係に近いものだったと言えるかもしれない。
愛しているが故に素直になれず、かすかな憎悪すら入 り込みかねない特別な関
係。ハ リーがスネイプとの間に経験する心理的な軋礫は、シリアスとの間にあっ
た短い期間の理想的な親子関係のようなきれい事ではすまされない深いもので
あった事を示 しているのであろう。いずれにせよ信頼の基盤を与えられること
がなかったヴォルデモー トに対 し、一見同様に捨てられた子供ハ リー。父母 を
失った存在でありながら、このような特別な関係によって彼は守 られていた。
注
念のために書いておけば、この小論では以下にあげた7作 品を一体の物語として論 じた。
2007年に物語が完結 して初めて、全体として一つの形を取ったと考えている。
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